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石井教授は、二光子励起顕微鏡を用いた生体深部イメージング技術を駆使

し、破骨細胞のさまざまな機能を世界に先駆けて明らかにしてこられました。 

二光子励起顕微鏡による深部を見る技術は、近年、脳を含む様々な臓器の細

胞観察に応用され、アルツハイマー病のアミロイドの形成、ニューロン、グ

リアの観察などに使われております。 今回、石井教授の教室での最近の研

究成果のご講義を通じて、最新のイメージング技術を知り、皆様の研究の応

用や発展につながれば幸甚です。 
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